
亀

翻
漉

瞭

岡
山
市
内
の
定
番
観
光
と
い
え
ぱ
後
楽

園

か

岡

山

城
。

そ
の

返

く

に

も
、

手

軽

に

楽
し
め
る
博
物
館
自
美
術
館
が
沢
山
存
在

す

る
。

じ
っ
く

り

兇

学

す

る

価

値

が

あ

る

施

設
だ

が
、
ビ

ン
ポ

イ
ン
ト
で

事

前
に

見

学

の
狙
い
を
定
め
て
お
く
と
、
密
度
の
濃
い
時

間
を

過
ご

す
こ
と

が

で
き

る
。

扇
山
塁
並
博
物
蟹

市
内
電
車
東
山
線
城
下
電
停
か
ら
徒
歩

十

分
、

後

楽

園

正

門

前

に

あ

る
。

後

楽

園

の
前

後

に

見

学

す

る
の
が

便

利

だ
。
か
つ
て

吉
備
国
と
し
て
繁
栄
し
た
岡
山
県
の
豊
富

な

文

化

遺

産

を

収

集
由
保

存
の
上
、

展

示
。

公
開
す
る
施
設
と
し
て
昭
和
四
六
年
に
開

館

し

た
。

展

示

は
、

①

原

始
・
古

代
、

②

古

代
。
中

世
、

③

近

世
・
民

俗
。
④

備

前

焼
一
刀

剣

に

分
け
て
い
る
。
瀬
戸
内
海
が
ま
だ
草
原
だ
っ

た

時

代
の
ナ

ウ
マ
ン

象
の

化

石
、

そ
の

狩

を

し
た
古
代
打
製
石
籍
、
縄
文
土
器
や
弥
生

の
特

殊

器

台
、

古

墳

時

代
の
銅

剣
・
鋼

鐸
・

銅
鏡
な
ど
の
青
銅
器
、
国
宝
の
平
安
末
期

の

鎧
一
各

時

代
の

刀
剣

な

ど

の
武

具
、

歴

史

を
語
る
雪
文
書
。
宇
喜
多
能
家
の
肖
像
画

を
始
め
と
す
る
絵
画
。
古
備
前
の
焼
物
等

見

所
が

一

杯
だ
。

ピ
ン
ポ

イ
ン
ト
で
あ

れ
ば
、

桃

｛

時

代
の

剛、燥寸博 物寅

備
前
焼
「
三
石
入
大
嚢
」
が
特
に
お
奨
め
だ
。

現
代
の
小
振
り
の
備
前
焼
に
比
べ、
そ
の
大

き
さ
に
感
心
す
る
が
、
更
に
水
や
穀
物
の

保

存
一
酒

や

醤

油
の
醸

造
。
紺

屋

の
藍

餐

な

ど
利
用
方
法
の
多
様
性
に
驚
か
さ
れ
る
。

現

代
に

お
い
て

も
、

災

害
の

準

備

と

し
て

憧

釧
の
養

は

有

用
で
は

な
い
だ
ろ

う

か
。

ま
た
、
高
瀬
舟
を
使
っ
た
江
戸
時
代
の

河
川
交
通
の
様
子
の
解
説
も
、
遭
路
や
鉄

遣
を
申
心
の
地
理
と
は
異
な
っ
た
視
点
を

示
し
て
お
り
、
歴
史
的
建
造
物
の
所
在
の

説
明
を
含
め
、
県
内
各
地
を
旅
す
る
参
考

に

な

る
。

㈱

剛」帝 禽嚢姉 ミコ．一ジアム 賭 厳１

爾
幽
墨
盟
美
術
蟹

市
内
電
車
東
山
線
城
下
電
停
か
ら
徒
歩

三

分
、

城

下

通

り

に

面
し
て
い
る
。

地

元
ゆ

か
り
の
芸
術
家
の
す
ぐ
れ
た
作
晶
を
収

等

常

設

展

示

し

て
い

る
ほ

か
、
ユ
ニ

ー

ク

な

企

画

展

示

を

行
っ
て
い
る
。

地
元
岡
山
産
の
通
称
「
桜
御
影
」
と
呼
ば

れ
る
万
成
石
を
惜
し
げ
も
な
く
使
っ
て
作

ら
れ
た
美
術
館
の
建
物
自
身
一
見
の
価
値

が

あ

る
。

玄

関

か

ら

受

付

ま

で

光

を

ふ

ん

だ

ん

に

取

り

入

れ

る

設

計

で
、
ロ
ビ

ー

に

立

つ
と

明

る

く

気

持

ち

が

よ
い
。

吹

き

抜

附１娯 立美術鏑

繊

⑱
爽

叢
撚
滋

潔
潔

擬
壌

燧

滋
滋
懇
繍
篇
固
一

岡

山

県

生

ま

れ

の
、

雪

舟
（
総

杜
）
・
宮

本
武
蔵
（
美
作
）
・
浦
上
玉
堂
（
浅

旦
・
小

野
竹
喬
（
笠
岡
一
。
池
田
蓬
郁
（
倉
敷
）
な
ど

の

局

本

蔵

家
、

坂

田
一

男
（
岡

山
）
・
国

吉

康
雄
（
岡
山
）
一
原
田
直
次
郎
（
父
が
嗣
山
）

な

ど

の

洋

画

家
、

工

芸

家
、

彫

刻

家
の

作

品
は
、

一

遼

に

会

す

る
と

壮

観
だ
。

交

通

至

便
の
中

心

街

に
あ

る
の
で
、

ふ
ら

っ
と

訪

れ

る
の
も

楽
し
い
。

以
前

に
は

宮

本

武
蔵
や
国
吉
康
雄
の
展
覧
会
も
あ
っ
た
が
、

毎
回
の
企
画
展
は
そ
の
た
め
に
濁
山
を
訪

れ

る

慨

値
の

あ

る

も

の
が

多
い
。

是

非

ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
年
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

あ

た
っ
て

お

≦

」
と

を

お

奨
め

す

る
。

ビ
ン
ポ

イ
ン
ト
で

あ

れ

ば
、

天

才

画

家
に

し

て

三

六

歳

の

若

さ

で

亡

く

な
っ
た
、

原

田

直

次

郎

の
「
風

景
」
が

秀

逸

だ
。

ド

イ

ツ

留
学
時
の
縁
で
森
鴎
外
と
の
交
流
も
あ
り
、

作

晶
に

も

登

場
し

て
い
る
。

代

表

作
「
靴

屋

の
親
爺
」
は
東
京
芸
術
大
学
に
収
蔵
さ
れ

重
要
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、

「
風
螢
」
は
軽
や
か
で
絵
の
串
の
遣
に
吸
い

込

窪

椛

ぞ

う

澄
。

胃
泰
画
鰯
搾
家
⑳
作
瀦
愁
、
球
ぐ
抗
愁

作
口
醐
淡

滋

ん

恋
総
懇
、

趣

醸
縫

旛

浅

彪

楽

じ
み
を
琢
能
ぽ
浴
懇
く
航
篇
展
添
澄
。
な

滋
簸
鰯
擁
鑑
鱗
悠
爾

縫
簿
慧
義
擦

蟹
溝
彪

し

て

く

れ

る
。

門
弼
山
市
立
オ
リ
エ
ン
ト
菱
術
館
〕

市
内
電
車
東
山
線
城
下
電
停
か
ら
徒
歩

二

分
、

県

立

美

術

館
の

南

隣

に

あ

る
。

学

校
法
人
岡
山
学
園
（
当
時
の
理
事
長
安
原

真

二

郎

氏
）
か

ら

の

寄

贈

最

で
あ

る
、

古

代
オ
リ
エ
ン
ト
の
美
術
晶
を
べ
ー
ス
に
そ
の

後
の
収

集

晶
を

加
え
、

現

在

４
８
０
０

点
の

管

理
を

行
な
っ
て
い
る
。

国
内

唯
一

の
専

門

美

術

館

で
、

目

本
に

お

け
る

オ

リ
エ
ン
ト

研

究
の
ひ
と

つ
の
拠

点

と

な
っ
て
い
る
。

美
術
館
の
建
物
は
昭
和
五
四
年
に
岡
閑

信

二
最
高
裁
判
所
も
設
計
）
の
設
計
で
建

て

ら

れ

た
。

収

蔵

晶

を

あ

り

の
ま

ま

見

学

で
き
る
よ
う
外
光
を
活
用
し
た
自
然
採
光

を

多

数

取
り

入
れ

て
い
る
。

裏

た
、

古

代

オ

リ
エ
ン
ト
の
地
域
に
あ
わ
せ
た
壁
面
を
は
つ

り

で

表

現

し
て
い
る
。

こ

の
た

め
、

申
の

印

象
が

落
ち

着
い
た

雰

園

気
と

な
っ
て
い
る
。

今
般
、
二
五
年
に
亘
つ
て
「
長
く
地
域
の
環

境
に
貢
献
し
、
風
雪
に
耐
完
て
美
し
く
維

持
さ
航
、
桂
会
は
対
じ
て
建
築
の
意
義
を

諮
妙

秘

獄

芯
警

危

建

築

物
」
あ

し

て
、

日

本

建
築
嚢

霊

盤
一
塁
久
欝
を
受
當
む
た
。

陰
ン
添

イ
ン
ト

＆

む
で
は
、

闘

館

二

五

周

鵠



年
に

市

茂
の
募

金

で

取

得
し

た
、

ア
ッ
シ
リ

τ

レ
リ
ー
フ
「
有
翼
鷲
頭
精
霊
像
」
に
尽

き

る
。
ア
ッ
シ
リ

ア

拡

大

の
礎

を

築
い
た

ア

ッ
シ
ュ
ル
ナ

ツ
イ
パ
ル
２

世
（
Ｂ
Ｃ
９

世

紀
一
の

宮
殿
を
飾
っ
た
壁
面
装
飾
の
一
部
で
、
細

密
な
薄
肉
浮
彫
で
表
現
さ
れ
た
精
霊
の
モ

チ

ー

フ
は
、

当

時
の

精

神

世

界

を

語

る

上

で

貴

重

な

資

料

と

の
こ

と
。

芸

術

的
に

も

筋
肉
の
表
場
を
は
じ
め
極
め
て
興
味
深
い

作

晶
だ
。

〃

世
紀
イ
ラ
ン
の
陶
器
な
が
ら
金
属
的

な
光
沢
を
出
す
ラ
ス
タ
ー
彩
鳥
型
水
注
も
、

そ

の

遊

び

あ

る

デ

ザ

イ

ン
と
、

金

に

ま

ね

た
色
合
い
を
あ
え
て
作
り
出
し
た
作
家
の

心

が

出

て
い
て

楽
し

め
る
。

異

文

化
で
あ

る
ペ
ル
シ
ャ
も
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
で
正
倉
院
に

繋
が
っ
て
い
た
よ

う

に
、

現

代
の
文

化

同
士

の
衝
突
も
早
く
解
決
し
て
ほ
し
い
と
の
学

葵

員

の
思
い
は

貴

重

だ
。

館
内
の
喫
茶
室
「
イ
ブ
リ
ク
」
で
は
本
格

的

ア
ラ

ビ
ツ
ク
コ
ー
と

１

が

楽
し

め

る
。

一

風
変
わ
っ
た
香
料
入
り
の
コ
ー
ヒ
ー
を

飲

む
と
時
間
の
感
覚
が
遠
ざ
か
る
気
分
だ
。

門
林
原
菱
術
館
〕

市
内
電
車
東
山
線
城
下
電
停
か
ら
徒
歩

七

分
、

岡

山

城

を

望
む

内

堀

沿
い
に

あ

る
。

地
元
財
界
の
林
原
一
郎
氏
の
個
人
収
集
し

田
家
の
大
名
遣
具
の
一
括
引
き
受
け
な
ど

で
東
洋
美
術
工
芸
晶
を
加
え
、
昭
和
三
九

年

に

開

館

し

た
。

建

物

は

前

川

國

男

の

設

計
で
、
景
観
に
調
和
し
た
近
代
建
築
と
な

っ
て
い
る
。
正
門
は
江
戸
時
代
の
長
屋
門
を

移

築

し

た

も

の
で
、

収

蔵

晶
に

あ
っ
た

趣

向
と

な
っ
て
い
る
。

約

一

万

点

を

誇

る

収

蔵

艦

の

中

身

は
、

個
人
収
集
晶
と
大
名
遣
具
の
た
め
、
多
彩

な

構

成
に

な
っ
て
い
る
。

当

館
の

売
り

は

二

∩
の
国
宝
一
福
岡
一
文
字
の
吉
房
一
備
前
長

船
の

長

光
一
を

は
じ
め

と

す

る

刀
剣
田
武

具
、

衰
翰
を
多
数
含
む
書
蹟
、
多
数
の
重
要
文

珊

鮒 ｕｌ１ぎ１ 瀞敷≡ｉＴミュー一ジア ム 螂 胃、子ヨ

艦
灘
繕
糧
膚
繋
綴
磁
灘
鐙
讃
簿
寵
繋
禦

備
前
鍋
島
な
ど
の
陶
磁
器
自
洛
中
洛
外
屏

風

な

ど

の
絵

画
・
漆

工

と

な
っ
て
い
る
。

重

要
文
化
財
だ
け
で
も
二
五
点
に
及
ん
で
い

る

。ビ
ン
ポ

イ
ン
ト

を

し

た
い
が
、

当

館
は
ス

ペ
ー
ス
が
少
な
く
常
設
展
は
行
な
っ
て
い
な

い
。

企

画

展

の
み
で

の
見

学

と

な
っ
て

お

り

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

で

確

認

す
る

か
、

友
の

会
に

熟
嚢
鯵
滋
繁
鰯
蟹
瀦
霧

柑
五
－

驚僚籍
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一
一裕

禽

藪

瞭

倉
敷
の
定
番
観
光
地
は
、
美
観
地
区
に

代
表
さ
れ
る
町
並
み
だ
。
町
並
み
整
傭
の

先
端
を
走
っ
て
他
の
自
治
体
の
お
手
本
と

な
っ
て
き

た
。

代

表

施

設
と

し
て

は
，

大

原

美
術
館

ナ

イ
ビ
ー
ス
ク
エ
ア
が
あ
ま
り
に

有
名
だ
。
和
洋
の
大
原
美
術
館
の
見
学
だ

け

で

数

Ｈ
か

け

る

循

値
は

あ

る
。

倉

敷

の

街

は
、

あ

て

も

無

く

散

歩

す

る
の
が

一

番

だ
。

私

設

の
美

術

館

も

多

数

あ

り
、

時

間

と

好
み
に
合
わ
せ
て
楽
し
め
る
。
今
回
大

原
美
術
館
以
外
で
じ
っ
く
り
児
学
し
た
の

は

二

つ
だ
。

門
窟
敷
展
嚢
館
〕

倉
敷
駅
か
ら
徒
歩
十
五
分
、
美
観
地
区

の

申

に

あ

る
。

東

京

駒

場
の

日

本

民

塾

館

に
つ
い
で
、

昭

和

二

三

年

に

日

本
で

二

番

冒

に
で

き

た

民

嚢

館

だ
。

倉

敷
ガ

ラ
ス
。
焼

物
、

備

中

和

紙
、

花

塞
、

倉

敷

段

通
、

倉

敷

本
染
季
織
研
究
所
の
織
物
匁
ど
岡
山
の
民

芸

晶
の
ほ

か
、

全

国
・
世

界

各

地
の

民

芸

晶

約

一

万
点

を

所

蔵

し
、

企

画

展

な

ど

で

展

示

壕

疋
し

て
い
る
。

錘
物
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
建
て
ら
れ

た

米

蔵

を

活

用

し
て

再

生

し
た

も
の
。

今

か
ら
五
十
年
前
に
す
で
に
古
民
家
再
生
の

試

み

を

実

行
し

て
い
た

の
だ
。

比

較

的

観

光

客

も

少

な

く
、

ゆ
っ
く

り

見

学

で

き

る
。

今
で
は
作
り
手
も
途
絶
え
て
し
ま
い
そ
う

な

物
が

多

数
あ

る
の
が

心

配

だ
。

品
物

は
一

つ

一

つ
が

単

語

で

あ

る
。

単

語

は

連

な

っ

て
散

文

と

な

り
、

選
ば

枇

整

え

ら

枇

て

詩

と

な

る
。

陳

列

は

品

物

に

よ

る

詩

で

あ

る
。

陳

列

は

一

つ

の

美

の

創

造

で

あ

る
。

倉
敷
民
葵
館
の
陳
列
は
単
な
る
地
域
別
、

時

代

別
、

凋

途

別

の

陳

列

で

は
な

く
、

選

ば

叔

た

美

し

い

品

物

が

唱

和
し
、

建

物

に
こ

だ

ま

す

る

詩

歌

で
あ

る
。

二

れ

は
、

園

内
。
海

外
の

畏
葵

品
を

収

集

し

た
、

外

村

吉

之

介

初

代

館

長
の

言

葉
だ
。

手
仕
事
の
美
を
普
段
の
生
活
に
取
り
入
れ

る

と

の

考

え

は
、

最

近

の

日

本

文

化

見

直

し
の
気

運
か

ら

注

員

さ

れ
て
い
る
。

門
冒
本
郷
土
玩
具
館
〕

倉
敷
駅
か
ら
徒
歩
十
六
分
、
美
観
地
区

の

申

に

あ

る
。

昭

和

四
、
一
年

に
こ

ち

ら

も

η
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滋
湧
期
⑱
嫌

嬢
獲
畿
鑑
蟻
懇
闘
鏑
蟻
穏
。

倉

敷

民

塾

館

と

は

並

ん

で
い

る
が
、

民

芸

シ
ヨ
ッ

プ

寸

表

に

あ

る

た

め
、

い
つ

も

槻

光

客
で

漉

雑
し
て
い
る
。

暇
在
の
オ
…
ナ
ー
の
お
じ
い
さ
ん
大
賀

さ

ん

が
、

収

集

し

た

四

万

点
の

江

戸

か

ら

略

和
に

か
け

て

作

ら

れ

た
、

国

内
・
海

外
の

郷

ト

玩
霧
、一

の

申

か

ら
、

五

ト

点

が

展

ホ

さ

れ
て
い
る
。

今
で

は

手
に

入

ら

な

い
も

の
も

多

数
と

の
こ

と
。

数
が

多
い
た
め
、

壁

や

天

升
に

ま
で

展

示
さ

れ
て
い
る
。

品

数
田
包

彩

と

形

の

多

様

性

か

ら
、

部

屋

に

入

る

と

縫

眞葺本郷ヨ蓑活臭館の展示

繍
滋
譲
憾
蟹
覚
簾
懸

ほ

ど
。

展

示
の

中

で

は
、

各

地

の

玩

具

が

人

気

と

の
二

と
。

ン
ヨ

ッ
プ

で

は
、

地

元

岡

山
の
男
子
初
節
句
の

「
張

子
の

虎
」
を

販

売

し
て
い

る
。
い
い
習

贋

は

残
し

た
い
。

η


